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フォーラム・セミナー報告

　3月24日にスタディスキルゼミ、知のナヴィ
ゲータワークを担当される先生方を対象に
ワークショップを開催しました。このワーク
ショップは、初めて当該授業を担当される
教員、これまで継続的に授業を担当して
いる教員を対象としています。ワークショッ
プの目標は、「①他者と授業実践（目的、
方法、評価）について共有し、自身の実
践の良さを見出し、課題に関しては改善
点を検討し、授業で試行的に実践できる」

「②大学で提供している学習支援（ラーニ
ングアシスタント、ライティングラボ、ラーニ
ングcafé）に関する情報を適宜学生に提
供できる。」の2点でした。
　まず「①他者と授業実践（目的、方法、
評価）について共有し、自身の実践の良
さを見出し、課題に関しては改善点を検
討し、授業で試行的に実践できる」では、
インストラクショナルデザインに関する基
礎的な事柄について紹介をしました。授
業を設計する際には、授業の目標、評価、
方法のバランスをとることが非常に重要
になります。先生方にはシラバスを振り

返っていただき、「授業目標が具体的に
書かれているか」「目標を達成するため
の教育方法となっているか（目標と方法
に合致しており、ずれがないか）」「授業
目標の達成を見極めることができている
評価の方法となっているか（目標と評価
方法が合致しており、ずれがないか）」
について検討していただきました。評価
に関してはルーブリック評価についても
紹介させていただきました。
　その後、グループごとに、目標を達成
するためにうまくいっている手立てや課題
について話し合う機会を持ちました。話
し合いでは「プレゼンやレポートで取り
あげるテーマにはどのようなものが適して
いるのか」「グループワークで自分の意
見を言えない学生へのサポートの方法は
どのようにしているのか」などの意見が
出て、積極的な意見交換がなされました。
事後アンケートでは話し合う時間をもっと
ほしかったという意見も出ており、議論
が盛り上がった様子を受け取れました。
　「②大 学 で 提 供して いる 学 習 支 援

（ラーニングアシスタント、ライティングラ
ボ、ラーニングcafé）に関する情報を適
宜学生に提供できる。」では、関西大学
が実施しているライティングラボでの文章
作成支援やラーニングカフェについて紹
介をし、授業の中でどう活用できそうか
についてご意見をいただきました。2時間
という短い時間でしたが、活発な意見交
換がなされました。来年度も実施を予定
していますので、関心を持たれた先生方
はぜひご参加ください！

（教育推進部　岩﨑千晶）

　4月18日（土）、“FD Café”（新任教員
研修会）を開催しました。新年度開始早々
の気忙しい時期でありましたが、16名の
参加を得ました。新任校での授業を数回
経てからの方がリアリティに満ちた対話が
できるとの考えから、2011年度より開店時
期を4月の下旬辺りにセッティングしていま
す。
　また一昨年度より、CTLが推進する各
種プロジェクトの内容をご理解いただき、

それを日常の教育実践に反映していただ
けるようにメニューに変更を加え、充実を
図っています。
　Café Timeはクリッカー（オーディエンス
レスポンスシステム）を用いてのアイスブレ
イクからはじまり、その後、ICTを利用し
た授業実践の報告や授業支援システムの
利用方法の案内、TA・LAすなわち学
生の教育力を活用する制度の説明、ライ
ティング・ラボやコラボレーション・コモンズ

など、CTLの新しい取組の紹介、あ
るいはグループワークの意義と価値を
学生が実感できる手法の体験など、
さまざまなインフォメーションやコンテン
ツ、メソッドを提供できたと思います。
　このFD Caféは次のようなコンセプ
トに導かれて営業しています。すなわ
ち、Faculty〔大学教員集団〕が教
育 改 善 の た め に 必 要 なことを
Develop〔開発・伸長〕するために、
まずは教員間の意思の疎通・共有が

求 められるが、そ の た め に は “Free 
Dialogue” が不可欠であり、それは私た
ちが生きていく上で不可欠の “Food & 
Drink” のようなものである、折角、口に
する機会に恵まれるのなら、美味しく楽しく
味わいたい、そんな場を必ず持ちたい、
ということです。ここに自分たちの所属する
組織がどんなすがたであってほしいのか、
私たちはそこにどれだけ関与できるのか、
そのような “Future Design” を描き、そ
の内容を伝え合う機会もそっと織り込みた
いと願っています。
　コンテンツやメソッドに関する情報等を提
供することも大切ですが、学部や専門分
野を越えた教員のつながりを大切に育んで
いくこと、これあってこそ豊かなFDを展開
できると考えています。今後も、新しいメ
ニューを開発していくつもりでいます。4月
以外の開店も考えております。その折りに
は、どうぞお気軽にお訪ねください。

（教育推進部　三浦真琴）FD caféの様子

ワークショップの様子

　台湾の台北市にあるAcademia Sinica（台湾
国立総合研究所）で、ISGC2015が3月15日から20
日の6日間行われました。ISGC(International 
Symposium on Grids and Clouds)は世界から
29ヵ国より200名以上が参加する国際学会で、
ICTを活用した自然科学、教育、言語、環境問題
などの分野の発表が行われました。日本からは関
西大学をはじめ東京大学、九州大学などから計
20名程度の参加がありました。
　本年度も本学の学生が学会の運営スタッフと
してインターンシップを行いました。今年で3年
目の取り組みでした。今回の参加者は岡本康晃
（化学生命工学部2年）、増田優奈（文学部2
年）、松田昇子（政策創造学部2年）、池澤智也
（政策創造学部4年）の4名でした。
　私たちは学会の2日前から現地入りし、運営
スタッフ研修を行い、学会で配布される資料の

準備や会場の設営を行いました。学会の期間中
は現地のスタッフとともに受付業務、会場運営
業務、発表やワークショップ（WS）の支援を行
いました。現地では英語でコミュニケーション
を取らないといけなかったため、難しいと感じ
ることもありましたが貴重な経験となりまし
た。
　今回は運営スタッフとしてだけでなく、教育
推進部山本敏幸先生の交渉学WSにも参加し、
LA業務で培ったファシリテーターとしての活動
を行いました。WS参加者はイギリス、マレーシ
ア、台湾、日本からの研究者・教育者でした。も
ちろん、ここでもコミュニケーションには英語を
用いました。また、WSの参加者が多国籍だった
ため、文化の違いによる価値観の多様性の中、
日頃のLA業務で感じることのないファシリテー
ションの難しさを感じました。

　開会式では、学会での本
学学生の「考動力」ある活躍
が評価され、学会の主催者であるSimon C. Lin
先生より感謝状を頂きました。
　このインターンシップを通して、単なる英語を
使ったというだけでなく自ら積極的にコミュニ
ケーション取ることの大切さを学びました。この
ことは、関西大学が掲げる「考動力」に通ずる
と思います。このような貴重な経験ができる機
会が3年という長期に渡って継続しています。こ
れからも「考動力」をもってこの機会が継続し
てほしいと願っています。また、このようなグ
ローバルな実践経験を関西大学の中だけでは
なく、日本中の大学生と共有していけたらと
思っています。
　報告者： LA・政策創造学部4年　池澤智也

（教育推進部　山本敏幸）

国際学会で学会スタッフの
インターンシップを行いました

池澤智也（政策創造学部4年） 松田昇子（政策創造学部2年） 岡本康晃（化学生命工学部2年） 増田優奈（文学部2年）

初年次生を対象とした全学共通科目「スタディスキルゼミ」
文学部「知のナヴィゲーター」
担当教員合同ワークショップを開催しました！ 日時：3月24日（火）13：00 ～ 15：00

場所：第1学舎1号館　A201教室

今期もFD Caféを開店しました 日時：4月18日（土）13：00 ～ 18：00
場所：第2学舎2号館　C301教室

教育開発支援センターからのお知らせ

図書館にラーニング・コモンズが開設されました！
　関西大学は2015 年 4月6日に3つ目となる
コモンズとして「図書館ラーニング・コモンズ」
を開設しました。「考動力」を育むことを目指
している関西大学では、学生の思考を促す能
動的な学習、学習者が他者と協同し、自律的
に学ぶことを重視していると考えます。こうし
た学びは授業内だけでとどまるものでは決し
てありません。
　そこで関西大学では、授業外においても学
生が学び続け、その学びを深めるための学習
環境を構築することに尽力しており、これまでに
正課の授業や課外活動を促す「総合学生会館
メディアパーク凜風館コラボレーションコモンズ
“通 称Limcom”（2013年4月開 設）」、ICT機
器を豊富にそろえた「ITセンター サテライトス
テーション２（2014年3月開設）」を整備してま
いりました。
　そして、図書館において待望の「ラーニング・
コモンズ」を設置し、学習者同士が書籍を手に
しながら、ホワイトボードや電子黒板を活用して
議論しあえる学習環境を構築しました。これまで
のコモンズと異なる点としては、やはり書籍が身
近にあることです。豊かな蔵書のある図書館で
議論を交わせることは学びを深め、知の再構成
や精緻化するには非常に有益だと考えます。
　本施設は、「ラーニング・エリア」「ワーキング・
エリア」「ライティング・エリア」「ワークショップ・
エリア」の4つから構成されています。「ラーニ

ング・エリア」では、討論や情報収集など、少
人数によるグループ学習ができます。ここで思
いっきり議論をして、思考を拡散させて意見を
出し合ってください。「ワーキング・エリア」では、
個室ブースでのグループ学習の場として活用で
きます。プレゼン練習・発表練習など思考を
収束させたり、話し合った成果をアウトプットし
たりする活動も周りの目を気にせず実施できま
す。「ライティング・エリア」
では下記に詳細を記してお
ります が、大 学 院 生 の
TAが文章作成のサポート
をします。「ワークショッ
プ・エリア」は、ラーニ
ング・コモンズの中で最も
大きなエリアを占めてお
り、100人程度まで収容

可能です。このエリアでは、大型スクリーンと
マイク設備を備えていますので、ゼミ発表、ガ
イダンス、ワークショップの開催などが可能で
す。すべてのエリアを使わずとも小グループで
の利用もできます。これらの活動はあくまでも
一例ですので、学生さんの柔軟なアイデアで
様 な々利用がなされることを期待しています！！

（教育推進部　岩﨑千晶）

LA活動報告
Learning Assistant

ライティング・エリアの紹介
　ライティング・エリアでは、ライティングラボ
のTA（大学院生）による文章作成支援を行っ
ています。TAは、レポート・卒論・発表資料（レ
ジュメやスライド）などを対象に、アカデミック・
ライティングの基本技術についてのアドバイス
をしています。例年、春学期は「レポートの
書き方が分からない」「何から書き始めてい

いか分からない」と悩む1年生が多いですが、
そういった学生にも丁寧に対応しています。
新学期当初から多くの相談があり、ラボでの
アドバイスを受けて「またみてほしい」と再利
用する学生も増えています。文章作成に困っ
たときはひとりで悩まず、ぜひライティング・エ
リアにお越しください。何度でもご利用をお待
ちしております。

（教育推進部　西浦真喜子）
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使ったというだけでなく自ら積極的にコミュニ
ケーション取ることの大切さを学びました。この
ことは、関西大学が掲げる「考動力」に通ずる
と思います。このような貴重な経験ができる機
会が3年という長期に渡って継続しています。こ
れからも「考動力」をもってこの機会が継続し
てほしいと願っています。また、このようなグ
ローバルな実践経験を関西大学の中だけでは
なく、日本中の大学生と共有していけたらと
思っています。
　報告者： LA・政策創造学部4年　池澤智也

（教育推進部　山本敏幸）

国際学会で学会スタッフの
インターンシップを行いました

池澤智也（政策創造学部4年） 松田昇子（政策創造学部2年） 岡本康晃（化学生命工学部2年） 増田優奈（文学部2年）

初年次生を対象とした全学共通科目「スタディスキルゼミ」
文学部「知のナヴィゲーター」
担当教員合同ワークショップを開催しました！ 日時：3月24日（火）13：00 ～ 15：00

場所：第1学舎1号館　A201教室

今期もFD Caféを開店しました 日時：4月18日（土）13：00 ～ 18：00
場所：第2学舎2号館　C301教室

教育開発支援センターからのお知らせ

図書館にラーニング・コモンズが開設されました！
　関西大学は2015 年 4月6日に3つ目となる
コモンズとして「図書館ラーニング・コモンズ」
を開設しました。「考動力」を育むことを目指
している関西大学では、学生の思考を促す能
動的な学習、学習者が他者と協同し、自律的
に学ぶことを重視していると考えます。こうし
た学びは授業内だけでとどまるものでは決し
てありません。
　そこで関西大学では、授業外においても学
生が学び続け、その学びを深めるための学習
環境を構築することに尽力しており、これまでに
正課の授業や課外活動を促す「総合学生会館
メディアパーク凜風館コラボレーションコモンズ
“通 称Limcom”（2013年4月開 設）」、ICT機
器を豊富にそろえた「ITセンター サテライトス
テーション２（2014年3月開設）」を整備してま
いりました。
　そして、図書館において待望の「ラーニング・
コモンズ」を設置し、学習者同士が書籍を手に
しながら、ホワイトボードや電子黒板を活用して
議論しあえる学習環境を構築しました。これまで
のコモンズと異なる点としては、やはり書籍が身
近にあることです。豊かな蔵書のある図書館で
議論を交わせることは学びを深め、知の再構成
や精緻化するには非常に有益だと考えます。
　本施設は、「ラーニング・エリア」「ワーキング・
エリア」「ライティング・エリア」「ワークショップ・
エリア」の4つから構成されています。「ラーニ

ング・エリア」では、討論や情報収集など、少
人数によるグループ学習ができます。ここで思
いっきり議論をして、思考を拡散させて意見を
出し合ってください。「ワーキング・エリア」では、
個室ブースでのグループ学習の場として活用で
きます。プレゼン練習・発表練習など思考を
収束させたり、話し合った成果をアウトプットし
たりする活動も周りの目を気にせず実施できま
す。「ライティング・エリア」
では下記に詳細を記してお
ります が、大 学 院 生 の
TAが文章作成のサポート
をします。「ワークショッ
プ・エリア」は、ラーニ
ング・コモンズの中で最も
大きなエリアを占めてお
り、100人程度まで収容

可能です。このエリアでは、大型スクリーンと
マイク設備を備えていますので、ゼミ発表、ガ
イダンス、ワークショップの開催などが可能で
す。すべてのエリアを使わずとも小グループで
の利用もできます。これらの活動はあくまでも
一例ですので、学生さんの柔軟なアイデアで
様 な々利用がなされることを期待しています！！

（教育推進部　岩﨑千晶）

LA活動報告
Learning Assistant

ライティング・エリアの紹介
　ライティング・エリアでは、ライティングラボ
のTA（大学院生）による文章作成支援を行っ
ています。TAは、レポート・卒論・発表資料（レ
ジュメやスライド）などを対象に、アカデミック・
ライティングの基本技術についてのアドバイス
をしています。例年、春学期は「レポートの
書き方が分からない」「何から書き始めてい

いか分からない」と悩む1年生が多いですが、
そういった学生にも丁寧に対応しています。
新学期当初から多くの相談があり、ラボでの
アドバイスを受けて「またみてほしい」と再利
用する学生も増えています。文章作成に困っ
たときはひとりで悩まず、ぜひライティング・エ
リアにお越しください。何度でもご利用をお待
ちしております。

（教育推進部　西浦真喜子）


